
府中市上下町深江府中市上下町深江府中市上下町深江府中市上下町深江府中市上下町深江 9 4 0 - 19 4 0 - 19 4 0 - 19 4 0 - 19 4 0 - 1

　　　　　TELTELTELTELTEL　　　　　62-457562-457562-457562-457562-4575
　　　　　FAXFAXFAXFAXFAX　　　　　62-440462-440462-440462-440462-4404

123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789
123456789012345678901234567890121234567890123456789

枠
配
分
方
式
を
追
求

　
枠
配
分
方
式
と
は
、
厳
し

い
財
政
に
あ
る
府
中
市
の
予

算
を
編
成
す
る
上
で
、
今
年

度
予
算
か
ら
採
用
さ
れ
て
い

る
方
式
で
す
。
使
え
る
お
金

の
上
限
を
決
め
た
上
で
各
課

各
部
局
で
予
算
の
決
め
方
を

考
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

上
限
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で

す
か
ら
必
要
な
分
野
に
重
点

的
に
配
分
す
れ
ば
、
他
の
分

野
の
予
算
は
削
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
と

い
い
な
が
ら
、
む
り
や
り
20

年
度
予
算
の
１
８
０
億
円
に

圧
縮
す
る
た
め
の
削
減
あ
り

き
の
方
式
で
は
な
い
か
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
そ
こ
で
6
月
議
会
の
一
般

質
問
で
こ
の
点
を
質
し
ま
し

た
。
門
田
総
務
部
長
は
次
の

よ
う
に
答
弁
し
ま
し
た
。

　「
た
だ
単
に
財
政
難
を
乗

り
切
る
と
い
う
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後

公
債
費
等
の
増
大
が
予
想
さ

れ
る
な
ど
厳
し
い
財
政
運
営

の
中
、
採
用
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
目
的
は
市
民

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
事
業
の
新

規
立
案
や
事
業
の
廃
止
、
職

員
の
自
主
性
の
確
保
、
コ
ス

ト
意
識
の
向
上
、
ま
た
効
率

的
効
果
的
行
政
運
営
な
ど
を

目
標
と
し
て
導
入
し
た
も
の

で
す
。
予
算
編
成
を
通
じ

て
、
事
業
の
必
要
性
や
優
先

度
を
職
員
自
ら
が
考
え
る
こ

と
に
な
り
、
ま
た
コ
ス
ト
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
と

評
価
を
し
て
い
ま
す
。」

　

官
僚
答
弁
を
憂
う

　
ま
こ
と
に
立
派
な
答
弁
で

す
。
し
か
し
、「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る
」

と
い
い
な
が
ら
現
実
に
は
福

祉
タ
ク
シ
ー
、
お
で
か
け
タ

ク
シ
ー
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が

削
ら
れ
て
い
ま
す
。
言
う
こ

と
と
や
る
こ
と
が
違
う
。
　

　
官
僚
市
長
の
も
と
で
、
は

え
ぬ
き
の
部
長
た
ち
に
も
官

僚
答
弁
が
は
び
こ
る
こ
と
を

憂
慮
し
ま
す
。

５
月
２
９
日
の
上
下
町
民
会
館
で
の
市
政
報
告
会



　

　

　
　
　
４
月

4
月
8
日
　
上
下
北
小
学
校
入
学
式

　
　
上
下
中
学
校
入
学
式

4
月
9
日  

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

    

あ
ら
く
さ
家
族
会

4
月
13
日
　
府
中
学
園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

4
月
16
日
　
青
少
年
健
全
育
成
パ
ト
ロ
ー
ル

4
月
18
日
　
年
金
特
別
便
窓
口
案
内

4
月
19
日
　
府
中
市
職
員
退
職
者
会
総
会

4
月
20
日
　
上
深
江
地
区
花
見

4
月
22
日
　
労
金
年
金
研
修
会

4
月
23
日
　
府
中
市
議
会
幹
事
会

4
月
25
日
　
公
民
館
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

4
月
27
日
　
府
中
地
区
メ
ー
デ
ー

4
月
29
日
　
行
政
書
士
会
福
山
支
部
総
会

　
　
　
５
月

5
月
2
日  

年
金
特
別
便
窓
口
案
内

5
月
9
日  

地
産
地
消
を
考
え
る
会

5
月
10
日
　
あ
ら
く
さ
家
族
会
総
会

    

深
江
・
下
野
町
町
内
会
総
会

5
月
11
日
　
端
午
の
節
句

5
月
15
日
　
臨
時
市
議
会

5
月
17
日
　
自
治
研
究
会

5
月
25
日
　
上
下
北
・
南
小
学
校
運
動
会

5
月
28
日
　
上
下
商
工
会
総
会

5
月
29
日
　
市
政
報
告
会

5
月
30
日
　
府
中
市
職
労
自
治
研

5
月
31
日
　
社
民
党
広
島
県
連
合
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
６
月

6
月
2
日  

6
月
市
議
会
初
日
〜
17
日

6
月
22
日
　
中
国
語
３
級
検
定
試
験

6
月
23
日
　
厚
生
委
員
会
管
内
視
察

 

23
〜
26
　 

３
会
派
合
同
市
政
報
告
会

6
月
24
日
　
JA
三
次
君
田
支
店
年
金
相
談

6
月
25
日
　
反
核
平
和
の
灯
リ
レ
ー

6
月
27
日
　
あ
ら
く
さ
友
の
会
研
修

6
月
28
日
　
翁
座 

上
原
ま
り
公
演

年収崩壊                    森永卓郎
わたしのリハビリ闘争         多田富雄
さらば財務省！              高橋洋一
トヨタの闇                   渡邉正裕　林克明
トヨタの正体              横田一　佐高信
ビートルズへの旅             リリー・フランキー
レーニン                   トロツキー
サウスバウンド 上・下        奥田英朗
中国語のすすめ              鐘ヶ江 信光

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん
の
期

待
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
い
ま
議
会
で
お
き
て

い
る
事
態
の
異
常
さ
が
伝

わ
っ
て
い
な
い
と
の
気
持
ち

も
い
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
い

う
こ
と
か
と
い
う
と
、
市
長

を
支
持
す
る
会
派
が
与
党
と

称
し
、
反
対
派
を
野
党
と
呼

ん
で
議
論
さ
え
拒
否
す
る
と

い
う
対
応
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
効
率
ば
や
り
の
昨

今
で
す
が
、
建
設
省
出
身
の

官
僚
市
長
の
も
と
与
党
が
議

会
を
牛
耳
り
、
最
後
は
多
数

決
（
与
党
）
で
決
ま
る
の
だ
か

ら
、
少
数
派
（
野
党
）
の
意
見

を
聞
く
必
要
は
な
い
と
の

「
効
率
的
な
」
議
会
運
営
が
ま

か
り
通
っ
て
い
ま
す
。「
議
会

の
中
で
君
た
ち
の
意
見
を
通

す
よ
う
し
っ
か
り
せ
ん
か
」

と
の
ご
指
摘
は
ご
も
っ
と
も

で
す
が
、
今
の
府
中
市
政
は

市
長
に
反
対

す
る
も
の

を
、
意
図
的

に
排
除
し
て

い
ま
す
。

　「
与
党
」
平

成
ク
ラ
ブ
の

会
長
平
田
八

九
郎
議
員
は

昨
年
の
３
月

議
会
の
議
案

質
疑
の
場
で

次
の
よ
う
に

発
言
し
ま
し

た
。

「
聞
き
た
く

な
い
方
は
眠
っ
て
い
た
だ
い

て
結
構
で
あ
り
ま
す
し
、
議

長
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
て

（
議
場
か
ら
）
出
て
行
っ
て
も

結
構
で
あ
り
ま
す
」
こ
の
発

言
こ
そ
現
在
の
府
中
市
議
会

の
問
題
点
を
端
的
に
示
し
て

い
ま
す
。
反
対
派
は
出
て

行
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
ろ
し
い
、

話
し
合
い
は
し
な
い
と
い
う

姿
勢
で
す
。
い
く
ら
彼
ら
多

数
派
の
気
に
入
ら
な
い
か
ら

と
い
っ
て
も
各
議
員
は
市
民

の
代
表
と
し
て
市
議
会
議
員

に
な
っ
て
ま
す
。
そ
の
議
員

に
対
し
て
出
て
行
け
と
い
う

の
は
、
有
権
者
に
対
し
て
出

て
行
け
と
い
う
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
の

し
て
い
る
こ
と
が
議
会
制
度

の
否
定
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
市

長
に
賛
成
の
議
員
だ
け
で
議

会
が
構
成
さ
れ
る
な
ら
そ
も

そ
も
議
会
は
必
要
な
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
長
１
人

が
お
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
本

来
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
は

ず
の
市
議
会
が
多
数
を
背
景

に
体
制
翼
賛
会
と
な
り
、
議

会
本
来
の
役
割
を
放
棄
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
現

在
の
府
中
市
議
会
の
姿
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
市
長
が

行
っ
て
い
る
箱
も
の
行
政
も

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ず
、
そ
の
莫

大
な
借
金
の
ツ
ケ
は
や
が
て

私
た
ち
自
身
が
支
払
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。


